くわしく 触れて いる 余裕が のこされて いないが、 

ヒ ュ— マ 二 ズムの 理解の 中に ある 日常 性の 容易な 肯定 

の 傾向と 文学に おける 大衆と その 生活の 観 かたの 中に 

ある 追随と は、 非常に 微妙に 関連して いる。 この こと 

は 徳永直 氏の 「八 年 制」 と 「心中し 損ねた 女」 (十月 新 

潮) と 人民 文庫に かかれて いる 文章との 一 つながりの 

中に 深刻な 課題と して 出て 来て いるので ある。 

〔 一 九 三 七 年 十 一 月〕 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十 一 巻」 新 日本 出版社 

1980 (昭和お) 年 ー 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

初出 ： 「あら くれ」 

1937 (昭和に) 年 U 月 号 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 米 田 進 

2 003 年 2 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



